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１ 園の経営目標 
・子どもの人権を尊重し、主体的に活動する子どもを育てる。 

・子どもが安心できる環境の中で自己発揮できるように「自分が好き」「人が好き」「遊びが好き」

な子どもを育てる。 

・園での生活や遊びについて見える化を図り、保護者と一緒に子どもたちを育てる。 

 

２ 園の現状 

・子どもたちは保育者との信頼関係を基盤に安心して過ごし、好きな遊びを見つけ夢中になって遊

んでいる。広い園庭で１～５歳児が一緒に遊べることから、互いにかかわる中で憧れの気持ちや

思いやりの心が育まれている。 

・保護者は、園運営に理解を示してくださる方が多く、協力的である。地域の子育て支援の取組は、

感染予防対策を講じながら実施している。 

・保育者は、子どもたち一人一人の育ちを考え、保育者同士の連携を取りながら園全体で子どもた

ちを育てていく意識をもっている。 

 

３ 今年度の重点的項目 
重点的に取り組んで 
いきたい事項－１ 子ども理解を深め、一人一人の子どもの人権を尊重する 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・基本的人権と生命の安全教育につ
いて理解を深める。 

・定期的に保育者のかかわりを振り返る。人権について話し
あい、子ども理解をして適切な対応をする。 

・発達や状況、対応の仕方について職員間で共有する。 

・子どもが自分（生命）を大事に感
じられるように、生命の安全教育
を進める。 

・子ども自身が大事にされた経験から、人とのかかわりに気
づいていくように一人一人と向き合い寄り添う。 

・４・５歳児には生命の安全教育について話し、自分を大事
にすることや人とのかかわり方について伝えていく。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－２ 子どもが心を動かし意欲的に遊べる園庭環境をつくる 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・体を動かし自然に触れて遊ぶこと
ができる園庭環境をつくる。 

・環境について定期的に話しあい、季節や様々な変化、自然
の不思議さを子どもたちが感じられるようにする。 

・クラスの枠を超えた子どもたちのかかわりを見通して園庭
の準備や整理をする。 

・親子で楽しい経験を共有できるよ
うに子どもの様子を保護者に伝
える。 

・ワクワクする体験がたくさんできる環境を整える。 
・子どもの育ちを伝えながら、コドモンでの写真配信を活用

し、園での様子をタイムリーに保護者に伝えていく。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－３ 

子どもが自己肯定感をもち、やってみよう、もっとやりたいと思える 
遊びや活動を楽しむ 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・子どもが思わずやりたくなる遊び
を計画して実践する。 

・どの年齢にどんな教材が適しているか、また、その提供の
仕方や扱い方について学びあう（年に５回）。 

・保育者がこれまでの経験やスキ
ル、研修での学びを活かす。 

・保育者同士で子どもたちの遊びを共有し、アイデアや改善
点を出し合って魅力的な遊びや活動を実践していく。 


